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よれがじち市も文金ツ会 
うに ％ ても立の化が少館去 
だと深国賛小だ財行年大る 
どま際助学が0わ合ホ6 
まつ交出校 'のれ唱 I 月 
らた流演のそ主た団ル2 
なもを、子こ催 w で日 
かの深歌どにに立の，、 
つはめをも立よ川演テ市 
たそた通た川6市赛ル民 


子ども 
国を_ 
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サ> • パーナデ"由 

t •“の夂鶴如，:4の 

「交歓会」 

会塌：こぶし会館 
聘問： PM 7：00— 
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1990 - 7 -1 (月丨回発行） 


月刊 • えくてびあん-立 ill と語ろう • 立 ill に生きよう 


通巻 72 卷 


少4 ^ 喵団として硃^水啦にぁ 
る1テルツ少年八 rT 哄 P 。 その¢111 
公演に際し • 歩妫み込んだ交流 
を、と子どもたちの«肋出演を市 
内の市立小学校21校に呼びかけた 
ところ，当卩出演可能な18校全て 
が # 加 _ 6年生 1 QQ 人 (: ょる 「 ft 川 
rfl- 立小孕 » 連へ n へ1哄闻」が梃生し 
た。 4 n 18 n の KW 式の後•さつ 
そ < 各学校ごとに練習を闲；^1 
W 日には :;- f 沐衍館に Ifc まつて cfrr 
同練 ff を * ねた〃その令汴指導に 
当つた佐紫教播 <ft- 小》 

ut, 

1合明轻软のない T- がはと / L ど。 
でも，みんな知らない III : 界にとび 
こんだといぅ © じで： m を W かせて 
1 K: まつて来て ◊ 欠席なし、には K 
5ました•学校の屮だけでやるよ 
〇はるか <: 歌 W 力がつきました • 
参加を扦 »J してドさ C た校垃宪卞 



何度もその道を歩いているのに 

また、通るたびにドキッとして L 

一ぅ ◊ 通い m れた敗歩道が、そこ 

だけ興形な lit 界に变身する-そん 

な経験がありは I ないか —— • 


昭和十二年に两業した • 尔川で 
嵌初のホテル「無 rl 庵」1:は、お 
ごそかな•とか«,离い，といつ 
た rT $ がょく似合う•キリ X 卜教 

でいう「グレィス」 t いうのだろ 
うか。«4«なという盘味のグレィ 

スには、1«段然とした赞きがあ 

る。何 L ろ十年か + 五年ぐらい ： ijl 

に，たびたび無鬥庵の荊を通って 

いたのだが•その頃から客の人る 


立川の近 a 衫りの S 
いものになつてさ iL た 、 ft 

火大会ぁり，お祭りぁり•昭 
III,id 念公阍に a 他の地 2 f か•り 
太 % の . t - 供づれで nfi います ” 
2: 如炖では，この 11 も「舴か 
な午後」で讶さまをおもてな 
L いた L ます • 

r?fe2 叶〜 4 時 


■ 卸 木作、 n 如 
定物館をはじめ 
として ^ 一;など 
もりだくさんの 
I11JK がして /1 ざ 
い士す • 

■ 立 川 rtlEtA 入 >に限らせて 
頂きます • 

■ お 屮 1 込みは「えくてびあ 
4. tt ン •( ニオン Jt ^^. を P 
渡してくれた人 } へ • 



トイレがオシヤレに 

烺近、公闲に»»されている卜 
イレが"とて t オシヤレになつて 
きているのに 
お気づきです 
か”たとえば、 
泯訪の森公圇 1 
1 柒崎$公園， 



立 


そして ft 川陆 

上被技雄*1: • 


ティ—ル—ム「木の葉，-で 
大 A さんご夫春が熱唱 

二期会の大 ft 洋子さん 
<ゾブラノ r : 大岛«雄さん 
{バリトン)の荚声が間ける 
t あつて* 5R27 日•ティ 
丨ル—ム「木の葉」<柒崦町 
1 丁 R ) は 50 人をこえる? 
アンでラまつた。 

出日は「宵 f $ ち?-」や「出 
船」など lull 染みぶかい曲か 
4 は C まり*モーツアルト 
のオペラのなかからボビュ 


いま aafa- のトイレ • 

立川市役所公 lii 妹地探では1い 
わゆる 3 K <汚い•喑い.免い> 
を追放ですね。それから# W 者の 
ための施設だとか*¢1:はトイレ 
を単体 tL て考えるのではなく， 
ペンチを》いたり，水肽み«を併 
設したり坫がかけられたり • 
rtlE の®.いの場になってくれたら」 
と： P & つている。 

ラーな名曲 
ばかりをズ 
ラリ•解銳 
を加えなが 
らの热哄で 
会場は»か 
なぅちにら 
深ぃ惑抑に 
|包まれてい 
た•「木の葉コンサ—卜 j はこれで 
30目。ジャンルにこだわらずに. 
出來れば回のぺ—スでライブ 
ハウスとしての機能もはたしてい 
きたいと*意欲的だ" 



1立川クイズ ■ 

尔川の苷の®らしぶりがィキィ 
キ tun にラかんでくるよぅな tc * 
に出会いました•その頃を懐かし 
く思い出される方もいらつ L やる 
のではないでしょうか。 

「きようは•ひがさらいちんちじ 
ゆう、ば — ちやつてえたから•そ 
け之ら * のげ-〇ぼくつてしようが 


ねえや。きてんもの•よくひっば 
てえてぅちん中へへえんねえとだ 
めだで•えんがなんか t 、 あし？ 
こがつくくれえほこつてんから* 
よくはき出しなよ J 

さて•この人は何と云つている 
ので L よぅか令 

〔 5 月考の答〕さくら 

立川市の花は?)ぶ IJ の他に、 
すみれ、つつじ，サルビア、コス 
モス•さざんか、水仙の 6 種類。 


co,?»a^ 511 > 卓わ章令7郭 
n 祺 3 ra»ss<cl 々 m(il!c-s 

料 s^ w 

3こ •a>o-ifl« 


rr 

固 
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C . Y 4 nr > C X C 玢>掸今 « l 滅 
s ^,< J - xc . vancrr ^ 1lfs 

is ! 初！一 


方の邱 w はもちみん .ff み返 h で 
功 ® った t^-l^ • 交代で .J どもた 
ちを送り迎ぇした保 ^ -«• の方たち， 
もぅみんなの協ねの成来ですね / 
3口 .^* の大ホ | ル<:口欧の 
子どもたちの卢が背きわたった * 

-" 1 それはやはり心 fid でした•でも 
.とても^观不町能と思ったレべル 
まで- F - どもたちが向-^していてビ 
ックリしました」と文； il ? s ^ ra 係# 
も裒びを^る”麥加者の一人、二 
小の石 ttltl 关子さんは「スゴくお 
tL ろかっ； rfen 沐み時 m にも 
練?! I して®ぶヒ 7 なか r たけど" 

5ta : がいな< ても&分たちで練?/ 
L たり J と户を W ませる ntlt : 界で 
«硪十る少化合叭 0 |との此^'そ 
して 1 ^务後の交肽会 • f どもたち 
の感想•乂 •かその * 来を 2J - り尽 L て 
いるようだ"「どんな〒校の行亊よ 
り t : s .& i の思い出 1 :なつ； T 一生 
忘れられない」 


姿を tt かけたことはなかつた 。* f 
H の午後に通る ia なので•宴会客 
に会ぅこともなかつた * だから * 
ょけいな锥洋にさえ r 4れずに • 
その日本眯眩の床しさを眺めるこ 
t ができた * 

錦 № 1一丁0、南武線の屯屯の奋 

がすぐそこに» 1 こえる「無門»«」 

は•今#解( 4 :されなわずかに • 

本館だけが残されている。剝げた 

赞♦今となつては何らない 15 風珙 

の建物に二階の蛍光灯が•ボッン 

と残されていた。日本蚪押のお店 

に牛まれ変わるという iifi だが 、 W 

店した とき <:行< 1 てみるべきなの 

だろラか•ち i 4 と悩/ V でいる。 


& 口 漢字|字揷入せよ 

1 雨降つて 

ざ© # かたまる 

d 袖振り合ぅも 

こ • 生の縁 


桌 m 




= ：本人 • と^£しなくて tAfln 
U 木 ft. • 枨を好む生物であ6 C-L 
い • 枨の沾 M な‘ナレビでら稚这 
てもよりどりミドリて * る♦ある 
時，こんなことが力つた , il 者は 
SW の nli で • われ油らず攸の ¢ 1 ¢ 
話に恭中になつていた • たしか • 
ノルウ K — からフィンランドへか 
けての波 a に说ちた旅 M- で、お L 
まいまでナつかり聞いてくださつ 
た先生がひ tar お ffi のは•そりゃ 
K というよりも • だな j とお 
つ I ゃつた • 临太をハンマーで叩 
かれたよラなショックをいまに S 
n ない ♦ 旅と { 1 「心の ® き」そのも 
のを一 w ラのであハて • 木來 • 移； 3 t 
がない。 1 E くへ ! rlt ば「太 
きな He 」 になる t は限らないと充 
t から教えて rR いたことが * る * 
かすかな riL の^きに tIf をか/ • む 
ける n 常の叙 M と • 心の感3を人 
切に L ない依など存在するはずは 
ないのに令斯しく連紱をはじめた 
「ぐ ’ 川発力 #V, チャートレィン」を契 
携に • 全 ^ こ nr 心の » き』に R.'o 
するようになれば t • 純 ! a な W 神 
•Jirl い PH かせているところだ•わ 
ずか半口の「小さな旅」のなかで， 
fE に呼び掛けられることも *< う - 
人に ; -a うこともゐろう • いやいや . 
向郷遗跡ではないが • いきな”純 
文時 ft に立ち返 - 〇て，古 (t 人と活 
ができるか t しれないのだ • t レ 
は眯が银いだ•などと云つてみて 
もこの life 球， V の t のが n 々、技に 
叫け '» れているのだ ♦!] 水や H 
に吹か * 〇るえくてびあん • 


<■*) 石鎵教夤小川 M 早 Mlux+MIIII 瑁 
山田廉子中 « 給 9 半«£让纗田悦子 
(>^0 天班武科板 «|1: 苔田|||治 

スタジォ 269 枝川一 6 - 4 ^|| 


明え<てびあん 
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平成二年七月一日発行 
発行所えくてびあん ffi 集エ濟 
東京 86 立川市 * 士見町 2 - 20 -I 5 
パ — クビユ I ハイツ 501 Trilo 
竃括〇四二五 §0082 
FAX 0 四二五 ITIIlcagr- 
lv ^ 人 立并啓介 
兑行人 :4> 野薰 !« 

印1|«所㈱大廣杜 


2 9 7 


= 冬兵 Ifr 会会 U の 
|{| 中止 11 さ 4< 今： 1: 
でこそ ^ 衆 一 ^ i:fl 
ち込 4 でい & が•大 
7** を出てから 7 年 M 
a 中卞の先 ^ を ¥4 め 
作品の世 '#1 ははと 
んど間係がなか -5 た 


金沢 ^ tti.Lf; 人 ^ 出持 * wilc に 
くわえて，も； ' て 1 :n たネ H なの 
だ /I う . や a り罷むべ$迫はねの 
III 浮と心にさめ、 to 年ほど中 ^ W 
で非常钟講师をつとめながら絵ヂ 
をはこん //% 「少年の内 I&i を描く 
ことが多いの ^ 托平.屮卞汶で 
14 えていて少年時 ft にたいする衿 
84 な ^ W が知らず加らずにはたら 
いているんでしょうねえ j 
れ哚にあ c t-^Ltn シカヶ 
ではなかつた。その .« 缺な粢势が、 
P11 布にも * らわれるのであろう • 

昨 ^ 秋に「たま 14 ギヤ • プ VIJ で 
BB を W いた，その屮のひ I 
1 少 ¥ の »4 だ " ぃま 1 での什亊の 
紇！ £ のつもりそ L てこの！ 5 鉍を 
恍に今まで以上に，作 Mg に i * みを 
だしたかつたのだと田中 5 んは次 
a の (i どを is つていた • 



そのとき、 i た•霁次元への中問 

が間けるのか' 無門庵に趴ねても 

わかるわけ U ないのだが- 


< 柬总弘子 ) 



















































㈣ み： 一 

ごんな項 HU り門外玄轵き •. 

秦しみ c し. t い f ；： であみう«佑今 
上に.そめ a 拟史备を:兑るこ t が出来 


vawfe 


立川かぢ1 
御击かあ v 
り多くの人々に自 






カルチヤ-トレイン 


+日ほどのし卜$な旅 j へ 
出てみ黑せんか 4 そこに 
は琢いがけなく日 M が* 
づいていたリ. * かしい 


の人 j に会 




4 味 

\ 

喊 X， t 




立 l»iV 


• " ァ — 
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